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金融 ビッ グバン につ い て

蟷山　昌
一 （高岡短期大学）

　まず 「金融ビックバ ン 」とは一体何だ っ たので

あろうか 。 その金融ビッ クバ ンは成功 したのだろ

うか 。 この 2つ をこ こで 議論 したい 。 結論か ら言

えば、金融 ビッ クバンはまだ成功して いないのだ

が、しか し、そ れを成功させ な けれ ばいけ ない と

い う観点か ら見た場合、消費者金 融サ
ービス業を

ふ くめて金融サービス業はどういうカギを握 っ て

いるのだろうか 。

　ビ ッ クバン につ いて はい くつ か の解釈の仕方が

ある 。一
般的には、新しい秩序を古い もの に代え

て
一

挙 に導入する こと が ビッグバンで ある とされ

る 。 金融の場合 、その新 しい 秩序とは競争原理 と

い うことで ある 。 すなわち、金融の あらゆる分野

で広範囲の競争を促す制度に、既存の仕組み を一

挙に取 り替える ことが金融 ビッ グバンとい うこと

で あ る。こ う した 意味で の金融ビ ッ グバン の 意義

につ い て はある程度の 社会的評価が得 られ て いる

ように思われる 。 もちろ んよ り厳 しい競争にさ ら

さ れ る こ とにな っ た 当事者に は不 満 は ある だろ

う。だが、競争がよ り活発にな るこ とが望ま しい

とす る見方は、そ れな りに社会で支持され ている

ので はないだろ うか 。

　 しかし日本の金融に本当に必要なビ ックバ ン と

は何だ っ たのかとなると、そ れは単なる競争促進

で はない 。 私自身を含めて金融ビッ クバンの構想

立案に直接関わ っ た者は、単な る規制緩和とい う

だけでな く、よりポイ ン トを絞 っ た制度改革を考

えて いた はずで ある 。 要 約 して言えば、い わゆる

伝統的な間接金融が資金の流れを支配する状況か

ら軸足 を移動させ、証 券市場 を通ずる資金の流れ

をよ り拡充させ、日本の金融 システ ムにおいて伝

統的な間接金融 と同 じような役割を演 じられるよ

うにする 。 そ して 伝統的な間接金融が機能不全に

陥 っ たとき には 、それ に代わ っ て証券市場を通 じ

る 資金の 流れ がそ れ な りの役割を演 じる 。 また 、

そ の逆も可能で あるよ うにする 。 そ い う意味にお

い て、資金 の流れ を複線化する 、ある い は、多様

化する方向に日本の金融を変え てい こ うとい うの

で ある 。 こ うした狙いのもとでの 「制度改革」こ

そ金融ビ ッ グバ ンであ っ たのだ 。 こうした観点か

ら見 る と、現在の 時点で 見る限 り金融 ビッ クバン

は成功して い な いと判断で きる のだ 。 つ ま り、日

本の金融は依然と して伝統的な 間接金融が支配的

で 、その機能は十分な成果をあ げてい ない と考え

られ、さらに、その機能を補完すべ き第 2の 資金

の流れが未成熟で 、十分 にその機能を発揮 して い

ないの である 。

　例えば金融の 機能の基本は貯蓄を資金として投

資に流す資 金移転機能で あ る。現 在も 豊富な貯蓄

が行われて い る 。 それにも かか わ らず 、一
方で 貸

し渋 りとい う現 象がおき、高 い 金 利を払 っ て 資金

を調 達 しようと しても資金は利用 可能で ない とい

う状況す ら起こ っ てい る 。
ベ ンチ ャ

ービジネス へ

の投資も十分で はな い。

　金融の機能は資金の移転と い うこ とだけで はな

く、国民の資産の 形成を促すことも大きな役割で

ある 。 豊富な貯蓄の結果 は金 融資産の 蓄積 とい う

形で実現 して い る 。 その残高は現在 1　，300 兆円を

超えると言われて い る 。 しか し、 その 1，300 兆円

の 中身はどうな っ て いるの か 、そして 資産の蓄積

か ら得 られる報酬 、 資産収益率が ど うな っ て いる

の かを見てみると 、 70 年代か ら80 年代にか けて
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は 7％ ほ どあ っ た家計保有金融資産平均収益率は

い まや激減 し、20／o台にまで落ち込んで しま っ て

いる 。つ ま り資産形成機能と い うの が十分 に働い

ていないのだ 。

　さらに、どれだけ資金の借 り手の 事業の展開に

伴うリス クを社会全体として どの ように負担する

かを決め るのが金融の機能の ひ とつ であるが、こ

の点で は従来の 日本の システ ムがきわめ て特殊で

あ っ た 。 だが、その特殊さ は高度成長の 中であま

り問題 にされなか っ た 。 すなわち、従来は伝統的

な間接金融の もと、資金を最終的に提供する主体

であ る 個人 は リス クの 負担か ら遠ざけ られ てい

た 。資金の借り手が事業の展 開の 際に必然的に伴

う リス クは伝統的な 間接金融機関によ っ て 負担さ

れ、個人には転嫁されなか っ たの だ。

　この事実をどう理解する か 。 日本人の性癖の 問

題と して、目本人は リス クを負担 しな い国民性を

持 っ て いるとい う理解もで きる かも しれな い。し

か し、 第 2次大戦中か らの日本の金 融シス テムの

非常に特異な しくみの中で 、日本人はリス クをと

る ことから遠ざけ られて いたとする方が自然で あ

ろ う。 確かにそれ はそれで うまく続けば、よか っ

たわ けだが、残念な が ら伝統的な 間接金融機関の

リス ク負担の 能力は今や極度 に低下 して しま っ て

いる 。 マ クロ の統計で あるが 、金 融機関部門の 自

己資本比率はバブル期におい て 200／o まで跳ね上

がり、バブルの崩壊とともにそれが極端に低下 し

続け ている 。 過去の 最低水準よりも低い水準を記

録 し、97 年現在では 50／oを割 り込むまで に低下 し

てい る 。 金融機関全体で は 2，000 兆円ほ どの金融

資産を有して いるのだから、さらに 100 兆円の外

部資金を金融機関 の 資本 と して 新た に導入 して

も 、自己 資 本比率 は せ い ぜい 70 〜80 年代 の

100／o の水準に戻る にすぎない 。

しか し
一方で経済の実態を考えてみる と、新 し

い世紀を迎え、新 しい リスクがあ らゆる事業の周

辺で 発生する状況にな っ ている 。伝統的な 間接金

融の 下、金融機関にそうした リス クの 負担を期待

する ことが難しくな っ て いる 。 金融システムでの

リス ク負担機能を伝統的な金融セクターに任せて

お くことは できな くな っ てい るの だ 。 そ れに代わ

っ て 自発的な リス ク負担と い うもの を社会全体、

個人に期待できるような仕組みを考える必要が あ

るのだ 。

　戦略的に考えれ ば、国民の
一人一人が自発的 に

リス クを負担で き る よ うに な る こ と が重要 で あ

る 。 しか し、その ためには金融に関わる様々 なサ

ービスが国民に提供されなければな らない 。 そ し

て 、その サービス と相ま っ て証券市場がよ り重要

な役割を果たさな けれ ばな らな い。様々な形の金

融サ
ービス を利用 しな が ら証券市場か ら直接ある

い は間接に資金 を 調達する こ とが 必要に なる の

だ 。 また 同時に、資金を運 用する側も様々 な金融

サ
ービス を活用 しな が ら直接

・
間接に証券市場利

用するよ うにな る ことも必 要で ある 。 そ うい う運

用と調達が広い意味での証券市場で全体と して調

整されるとい う点も重要なポイン トになる 。

　以 上の 観点か ら、98 〜99 年の金融 ビ ッ クバン

の狙い は広い意味で の証券市場の確立 とい うこと

に他な らない とい うこ とになる 。 この狙いは残念

なが ら未だ実現されて いない 。 したが っ て 21 世

紀の金融シス テム改革は 、 も う一度金融ビ ッ クバ

ンの本当の狽いを実現させるところに的を絞るべ

きである 。 言い換えれば、伝統的間接金融とな ら

んで 「市場型間接金融」を確立 し 、 日本の金融シ

ス テム を複線化 しなければな らない ので ある 。 そ

の 最大の 眼目は、社会を構成する主体で ある個人

が 自発的に リス クを負担するようにすることで あ

り、そ れによ っ て資産形成機能の 改善 も 、 また 、

機動的な金融政策の運営も可能 となろ う 。 その た

め には証券市場が広い 意味で見直される必要があ
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る 。 現在の 日本の証券市場は、制度的な側面 に目

を向ける と、非常に狭い意味での 証券市場で しか

な い。証券とは本来、不特定多数の人々が投資の

手段と して利用できる金融商品すべ て を意味する

もの でなければならない 。 こ うした証券の概念の

立て直 しから始まり、信頼にたる 証券市場を作り

上げるこ とが日本金融におい て 最重要な課題なの

で ある 。 証券南場において は参加者が均等に扱わ

れるわけであ り、そうい う証券市場を作 り上げる

ため にも新たな法制度 （例えば、日本版金融サ
ー

ビス法）が必要 にな っ て くる 。
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